
令和６年度  第3回 幼保こ小連携担当者連絡会 (令和７年１月２４日)

幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業

枚方市教育委員会 児童生徒課
支援教育課
教育研修課
教育指導課

枚方市役所 私立保育幼稚園課
 公立保育幼稚園課

令和7年度の方向性及ぴ

『架け橋コンパス」検証について
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●事務局より
令和７年度の方向性について
「架け橋コンパス」検証方法について

●校区別交流
・２、３学期のコンパス作成
・令和７年度スタートカリキュラムについて
・今年度の振り返り、及び、来年度以降の見通し

本日の流れ
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●子ども同士の交流
●先生と子どもの交流
●職員間の連携
●カリキュラムの共有
（スタートカリキュラム、指導計画等）

②育てたい資質能力の共有

～期待する子ども像の明確化～
●子どもの姿から
●教育目標から
●５つの視点、３つの柱、10の姿から
●アプローチカリキュラムから

①互いを知る

③共通の視点に基づいた
「架け橋期のカリキュラム表」の開発

～期待する子ども像の育成に向けて～
●主体的・対話的で深い学びの実現
●先生の関わり
●環境の構成・環境づくり
●家庭、地域との連携
●支援教育、預かり保育・留守家庭
児童教室との連携

連携について振り返りと今後の見通し

令和５年度

令和７年度

令和６年度

④「架け橋コンパス」の検証
〈検証方法の具体例〉
●スタートカリキュラムから見直す
●生活科の授業交流から見直す
●環境の構成・環境づくりから見直す
●教師の援助から見直す
●特に大切にしたいことから見直す
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架け橋コンパスの検証方法 〈例〉

令和７年度

「架け橋コンパス」の検証
〈検証方法の具体例〉
①スタートカリキュラムから見直す
●生活科の授業交流から見直す
●環境の構成・環境づくりから見直す
●教師の援助から見直す
●特に大切にしたいことから見直す
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今年度の成果と課題（アンケート結果から）

①時間の確保 ③情報収集

④温度差②就学先・就学前の数

課題

子ども同士の交流 就学を見据えた学校見学・体験

ICT機器を活用した映像交流など

成果

要望 相互参観 他校区の情報共有 カリマネの研修



〇市主催連絡会の効果的な活用（案）
・校区別交流の時間拡大と内容の精査
 ・進捗状況を把握しながら支援方法の提案

〇各校区への支援体制の工夫（案）
 ・ 担当者専用の情報収集サイトの開設
・ICTが活用できる環境整備
・好事例の発信

課題解決に向けた取組について



今回のポイント

枚方市が掲げる５C＋１クローバー図の活用

遊びを通しての総合的な指導 各教科等における学習
.--------------------------------------------------------------------
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自分に向き合うカ

～チャレンジ～

7 0自立心

・向上心

・自信

・意欲

0数量図形・文字等への

関心、感覚

【自ら学ぶ子】

友だちと向き合うカ

～コミュニケーション～

【健康て 明`るい子】

自分を大切にするカ

～チェリッシュ～

「主体的な生活態度」

＊健康

＊環境＊言葉＊表現

属
よりよい学びに向かうカ

～クリエイティピティ～

～クリティカルシンキング～

「創造的な思考」

・興味、関心

・好奇心

・探究心

0思考力の芽生え

0自然との関わリ

0豊かな感性と表現

・自蒻感情

・自己肯定感

・元気、笑顔

0健康な心と体

・多様性

・協力

・認め合い

0協同性

0社会生活との関わリ

0道徳性、規範意識の

芽生え

・人と関わるカ

・共感

・思いやリ

0生命尊重

0言葉による伝え合い

【やさしく思いやりのある子】

R 
仲間と向き合うカ

～コラボレーション～

Challenge 
ゞ
ノ印

輝
チ

学校生活研て、輝t舅決したり、睛を遁貞し
たりするたりに、國●な目員や束絹巖のこと9I：積
履灼I:nリ畠みます。また、自分自身て篇たな員員＂Uします．

躙発見 ＇ 家庭学習
問題決鼻 i拳習習慣

年
蜘

Creativity 
りリIイティビティ

璽造

醜や目付を屑決するたりの柔軟な7イディアを表
現します，また、 7イディアを橋手と共有する：と
て、より深まりのある7イディアを肩り出します．

創迫 現

作
＂

表

崩

7イディ？の共有

c りリテイカ）↓沙キンり
ritical thinking 思考浪l爾 批判付

息考 鼻
物喜を多頁付な視点てとらiながら、員べた内容や
梢手の意具葛の情肩を正し〈判扉するために、その
患貞や9実に矛眉がないかどうかについて、自ら考
i、分析し、判扉します，

析分
断

絹

判
情

C。mmunication 言;:3/

梢手の立場を慮目しながら、自分の考iを相手1:
わかりやすく、紛景杓に伝iます。また、相手の
意易や考iを正しく思催するために扇きます。

c ]う祁ーション
ollaboration 譴

甜を舅決したり目付を遠咸したりするたりに、
自分と異なる考i方を持つ人を息直し、譴り合い
ながら協力して取り艤みます，
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枚方市で育てたい資質・能力

大切にしたいこと

５C(「チャレンジ(粘り強さ)」「コミュニケーション
(対話)」「コラボレーション(協働)」「クリティカル
シンキング(批判的思考力)」「クリエイティビティ
(創造)」)の視点

社会生活との関わり
言葉による伝え合い

それぞれの学校園所が授業・保育の質を向上するために
子どもたちにとって、ワクワクする主体的・対話的で
深い学びの実現を目指し、各地域で特色ある交流
（先生同士・子ども同士）の推進

『夢と志を持ち、可能性に挑戦する”枚方のこども”の育成』
〜 子どもたちの未来への可能性を最大限に

伸ばす枚方の教育〜

枚方市の教育理念

【枚方市がめざす教育とクローバー図との関連図】

【学校目標(知）】

【学校目標(体）】

【学校目標(徳）】

～枚方市教育大綱～

～枚方版ICT教育モデル～

～枚方市教育大綱～

（２）自立心

（８）数量・図形
・文字等への

関心、感覚

・ 

（７）生命尊重
（９）言葉による

伝え合い

・

（１）健康な心と体

（６）思考力の
芽生え

（７）自然との
関わり

（１０）豊かな
感性と表現

（３）協同性
（５）社会生活

との関わり
（４）道徳性、

規範意識の
 芽生え

自分に向き合うカc 
ー／

＊環境＊言葉＊表現

属
学 7[‘に向かう

一ィヒナィ～

一「創造的な思考」

⑯ 
ー

五）

自分を大切にするカ

～チェリノンユ～

「王体的な生活態度」

＊健康

属
友だちと向き合うカ

一

囚
間と向き合うカ

—心レーション～



5領域を総合的に学んでいく姿〈心情・意欲・態度〉

チェリッシュ

コラボレーション

クリエイティビティ

クリティカル シンキング

知識・技能

チャレンジ

思考力・判断力
・表現力等

学びに向かう力・人間性等

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

仲間と向き合う力

よりよい学びに向かう力

自分に向き合う力

１８歳

情緒の安定
（自己肯定感・他人を大切にする心）

０歳
生命の保持
（生命の尊さに対する感性・健康で安全な生活を送る習慣・態度）

生きる・遊ぶ・学ぶことが楽しい！ 友だち・仲間と一緒によりよく生きたい・遊びたい・学びたい！
自分大好き♡

架け橋期

自分を大切にする力

資質・能力がつながるイメージ図

互いを大切にし合う態度☆友だちっていいな♪

コミュニケーション
友だちと向き合う力

枚方市の教育理念 夢と志を持ち、可能性に挑戦する”枚方のこども”



「○○小地域版架け橋期のカリキュラム表」作成に向けて

小校区架け橋期のカリキュラム表 めざす子ども像校
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も像 （今回l太枚方市 の子ども像）

勃 生間の情祁交漬．

夢と志を持ち、可能性に挑戦する枚方のこ ども

行事交液濱JS1111i佼正・，，佼採栓 i '先生間の情社交漏
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子どLの31ー繕ぎ
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行事交溝 生；；；枯合同社某
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